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アルコール健康障害対策基本法 

令和 7年度厚労省障害保健福祉部依存症対策予算案 

① ｱﾙｺｰﾙ・薬物・ｷﾞｬﾝﾌﾞﾙ等の依存症対策の推進  

          8.4億円（昨年度 8.4億円）  

 全国拠点機関における、依存症対策に携わる人材

の養成等、また、都道府県等における、依存症の治

療・相談支援等を担う人材を育成。相談拠点や専門

医療機関等の設置により、各地域における医療・ 相

談支援体制の整備等を推進。 さらに、相談支援や 

普及啓発等に全国規模で取り組む民間団体を支援 

するとともに、依存症の正しい理解を深めるため 

の普及啓発を実施する。  

② ｱﾙｺｰﾙ健康障害対策の推進 8百万円（12百万円）     

  ｱﾙｺｰﾙ健康障害対策推進基本計画に基づき、飲酒

に伴うリスクに関する知識の普及啓発や、都道府県

におけるｱﾙｺｰﾙ問題に関する横断的取組を支援する。 

③【令和 6年度補正予算】  

・依存症医療の充実等の支援     2.2億円 

  依存症の実態解明や地域の現状・課題に関する調 

査研究を実施し、依存症対策を推進する。  

全断連主催行事報告 

○中部ブロック春季一泊研修会（静岡） 

 3月 1,2日静岡県立三ヶ日青年の家にて開催。 

・断酒会員/家族の道しるべ【指針と規範】のビデ

オ研修を行った。 

指針と規範作成時のエピソードや、世界で多くの

の自助グループが生まれては消滅しているが、断酒

会は唯一確立された自助グループであること。 

松村春繁氏のエピソード等々。 

教育 1,断酒会員 64,家族 18、総計 83名 

都道府県連主催行事報告 

① 神奈川県断酒連合会ふれあい一泊研修会 

 2月 1,2日 横浜あゆみ荘にて開催。 

・講演：金子創氏（精神保健福祉士） 

連帯感を感じ親睦を深めることができた。 

参加者 38名（家族 11名） 

② 奈良県断酒連合会第 45回一泊研修会 

2月 1,2日天理教飾東詰所で開催。 

４年ぶりの開催であったが近畿圏外からの参加も

得て盛会であった。参加者 167名（家族 25名） 

③ 大阪アメシストの集い 

 2月 9日堺市南区ビックアイにおいて「大阪アメ

シスト一日研修会」を開催。今回は、アメシストの

家族の参加者が多かったので「家族の分科会」を開

催し、好評を得た。仲間とのつながりの大切さを感

じることが出来た。総計 138名 

④ 島根県断酒新生会第 70回一泊特別研修会 

 2月 15,16日島根県立少年自然の家で開催。 

県外断酒会からの参加もあり、中身の濃い研修と

なった。夜の研修は家族主導で進行し、家族が語

り・聞く時間帯とし、有意義な時間であった。 

参加者 71名（家族 19名） 

⑤ 尾張ブロック断酒協議会一泊体験談の集い 

 2月 15,16日すいとぴあ江南で開催。 

 会場は暖かい雰囲気に包まれ、参加者は熱心に 

互いの体験談に聞き入り、参加者同士の絆を深め、

新たな発見や気づきを得る貴重な機会となった。 

参加者 99名（家族 32名） 

全断連助成金申請状況 
○ 一泊・一日研修会家族参加補助金 

ふれあい一泊研修会（横浜）     22,000円 

第 70回一泊特別研修会（島根）     37,500円 

三重断酒新生会第 4回一日研修会   46,500円 

第 7回岡山県断酒新生会一泊研修会  30,000円 

奈良県断酒連合会第４５回一泊研修会 50,000円 

第 44回社会復帰一泊研修会（長崎）  12,000円 

第 32回びわこ一日研修会       72,000円 

令和 7年度春季一日研修会（富山）   9,000円 

市民公開セミナー開催状況 

① 滋賀県断酒同友会市民公開セミナー 

12月 8日、長浜文化芸術会館で開催。 

・講話：濱川 浩氏（滋賀県精神医療ｾﾝﾀｰ精神科部長） 

「誰でもかかる依存症、依存症の回復について」 

・講演：町田 康氏（芥川賞作家）「飲酒と笑い」 

行政・医療 5、一般 36、断酒会 32、総計 72名。 

② 埼玉県断酒新生会市民公開セミナーin川口 

12月 22日、川口市青木会館に於いて埼玉南部断酒

新生会と川口市保健所共催により開催。 

・テーマ：「なぜお酒を飲んでしまうのか、 

やめられないのか～病気のメカニズムについて」 

・講演：市川烈氏（白峰ｸﾘﾆｯｸ診療相談室 室長） 

一般参加23名が特筆される。 

医療・行政8、一般23、断酒会35、総計66名。 

ブロック協議会報告 
① 近畿ブロック協議会代表者会議 

令和７年１⽉12⽇⼤阪市城東区⺠ｾﾝﾀｰで⼤阪府

断酒会担当により開催 （三重 3、滋賀 3、京都 3、 

奈良 1 、和歌⼭2、 ⼤阪 6、兵庫 5、計 23名） 

１．近況報告と⾏事予定報告 

（三重） 

・紀州ブロック結成 46周年記念⼤会 11/24 

・ｱﾙｺｰﾙﾌｫｰﾗﾑを開催（三重県委託事業）12/1  

・三重県断酒新⽣会結成 53周年記念⼤会 1/26 



・北勢ﾌﾞﾛｯｸ結成51周年記念⼤会 2/16 

・第４回一日研修会 3/2 

（滋賀） 

・甲賀市「市⺠提案事業 ｱﾙｺｰﾙ依存症啓発ｾﾐﾅｰ 1/26 

・びわこ⼀⽇研修会 3/9 

（京都） 

・京都府南部ｱﾙｺｰﾙと健康を考えるｾﾐﾅｰ 

（京都府／京都市共催）11/2 

・京都府断酒連合会一泊研修会 12/7,8 

・平安会家族会「みやび」6周年記念⼤会 1/13 

（和歌⼭） 

・奈良若草断酒会との合同例会 1/25 

（兵庫） 

・依存症に関する⾃助ｸﾞﾙｰﾌﾟ等活動⽀援事業補助⾦ 

制度を利⽤した事業展開 ① 三⽊断酒会「丹波地域 

依存症対策ｾﾐﾅｰ」 ② 神⼾市断酒会ｼﾝｸﾞﾙの集い発 

⾜30周年⼀⽇研修会及び第 6回神⼾市断酒会ｾﾐﾅｰ  

③ 1/29 第 2回伊丹市⺠酒害ｾﾐﾅｰ  

・SBIRTS in神⼾開催予定 2/9 

（奈良）・和歌⼭県連との合同例会 1/25 

・奈良県断酒連合会一泊研修会 2/1,2 

（⼤阪）・堺市断酒連合会創⽴55周年記念⼤会 4/13 

２．全断連報告 

・ 法⼈法の改訂に伴い来年度より外部理事１名、 

外部監事１名の設置が義務付けられた。  

・ 全国(⼤阪)⼤会収⽀報告  

② 北陸ブロック協議会 

 令和 6年 12月 22日富山市星井町公民館で開催。

16名参加（新潟 2、富山 12、福井 2） 

１．来年度の北陸ブロック協議会のハイブリッド化 

を目指す。 

開催県内の会員は実際に会場へ出席すること

とし、県外の会員はオンラインでも参加出来るよ 

うな形を整える。 

２．全断連セミナーの参加費に対する補助について 

今年度より参加費全額を北陸ブロック協議会

で負担することとする。 

３．各断酒会において、会員数の減少を主な理由と 

して、一人当たりの金銭的負担が増加傾向にある。 

それを踏まえた上で多くの提案がなされた。 

これらの提案については、令和7年度第2回全

断連定例理事会での検討資料として提出する。 

SBIRTS普及促進セミナーin愛知 

2月 11日愛知県ｸﾞﾘｰﾝﾊﾟﾚｽ春日井で、ｵﾝﾗｲﾝ併用の

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ方式で、愛知県としては 5回目の開催。 

【開催日時】令和７年 2月 11日 13：30～16：30 

【開催場所】グリーンパレス春日井 

【主催】（公社）全日本断酒連盟 

【主管】（特非）愛知県断酒会連合会 

    愛知アルコール連携医療研究会協力 

【基調講演】菅沼直樹氏 

（医療法人成精会刈谷病院ｱﾃﾞｨｸｼｮﾝ･ｾﾝﾀｰ長） 

「SBIRTSの活用と普及促進について」 

【次第】 

１． 開会の挨拶：塚田勝比古氏 

（愛知アルコール連携医療研究会 代表） 

開催地保健所挨拶：増井恒夫氏 

（春日井保健所 所長） 

２．基調講演：菅沼直樹氏 

３．ワーク・ショップ：SBIRTSの実践 

（医師）菅沼先生、（本人）三嶋芳紀、 

（家族）三嶋幸子、（断酒会員）杉浦純、 

（ナレーター）岩崎俊樹 

４．体験談：杉浦純、杉浦弥生 

５．シンポジウム： 

「アルコール依存症の早期発見・早期対応、 

継続支援モデルとSBIRTSの展開」 

・菅沼直樹氏 コーディネーター  

・田中和彦氏（日本福祉大学 准教授） 

・祖父江聡氏（春日井市民病院 副院長） 

・中村行人氏（春日井保健所 主査） 

・藤原愛花氏（医療法人桜桂会  

犬山病院 精神保健福祉士） 

・平野詩織氏（愛知県断酒連合会 

 仲間の会事業所 精神保健福祉士） 

６．閉会の言葉：林藤孝 

（愛知県断酒会連合会 理事長） 

９．総合司会：吉田顕司（愛知県断酒連合会 事務局長） 

【参加者】会場 55、Web8、総計63名 

会場：行政 8、医療 8、断酒会 37、一般他 2  

Web：医療3、大学2、一般3 

お詫び：かがり火 3月号（第 246号）訂正 
〇かがり火 3月号（第 246号）24ページ 

（誤）沖縄県断酒会 南部断酒会 衛美
まもる

 加子  

（正）沖縄県断酒会 南部断酒会 衛
まもる

 美加子 

謹んでお詫び申し上げます。 

加盟断酒会代表者・連絡先変更 
 〇山形県断酒連合会 

・代表者：（旧）楠慶一 →（新）難波佑 

・連絡先：事務局 （旧）楠慶一 →（新）金内雅彦 

〒 999-7684 山形県鶴岡市和名川字北野 3  

 （Tel）090-4476-5697 (FAX) 0235-64-4311 

<yn5kk6@bma.biglobe.ne.jp> 

 全断連主催行事予定‐6月まで 

4／6       中国ブロック（鳥取・米子）大会 

4／13   中部ブロック（山梨）大会 

5／10,11   松村断酒学校 

5／25    関東ブロック（埼玉）大会 

6／1    九州ブロック（長崎）大会 

6／21      全断連全国評議員会（東京） 

6／22      全断連第14回定時社員総会（東京） 

10／19     全断連全国（愛知）大会 

mailto:yn5kk6@bma.biglobe.ne.jp

